
出張医学教育ＦＤ（まつもと医療センター中信松本）

【日 時】 平成27年7月3日( 金 ) 18：30-19：00

【場 所】 松本医療センター中信松本病院

【参加人数】 15名

【内 容】

○信州大学の新しい臨床実習

・150通りの選択肢からなる参加型臨床実習について

・学生が行うことのできる医行為について

・臨床実習の指導医

○学生の評価について

・ポートフォリオについて

ＦＤの開催時間はいかがでしたか。 ＦＤはニーズにマッチしましたか。 学生の評価ができるようになりますか。
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参加者の意見

FDで分かったこと FDで疑問が残ったこと ご意見

実習レポートの目的。
実習で行われる手技の範囲。はじめはあ
まり行わない方が良いのか。

レポートが厳しすぎると、患者さんを診る
時間が少なくなってしまうので、なるべくい
ろんな患者さんを見せるようにしてきまし
たが、ただ見せるだけではダメだなと思い
ました。

提出レポート、ポートフォリオについて理解
できた。

150通りの実習。

学生の評価方法。(複数意見有)
その学年でどの程度のレベルができてい
るかがわからない。（個人差はあると思い
ますが・・)

部活する時間もなく、夏休み等の時間が
少ないと最近の学生からよく聞きます。可
哀想に思います。

学生の新しい評価の仕方。実習３．４週目
に生かせるレポートを作らせる配慮をする
こと。

学生評価の仕方。

将来、臨床へつながる評価方法。

学生が受け身になり過ぎないように指導
すること。

実習の変更点。

評価について。


